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ご
案
内

令
和
二
年
例
大
祭
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止

の
た
め
、
七
月
一
日
現
在
、
令
和
二
年
例
大
祭

の
斎
行
に
関
し
て
は
状
況
に
鑑
み
な
が
ら
検
討

し
て
お
り
ま
す
。
決
定
次
第
、
当
八
幡
宮
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

七
五
三
祝
児
無
事
成
長
祈
願
祭

　

七
五
三
祝
は
、
古
く
は
平
安
時
代
よ
り
公
家

の
間
で
行
わ
れ
、
江
戸
時
代
に
入
り
庶
民
に
広

ま
っ
た
も
の
で
す
。
当
八
幡
宮
で
は
、
十
月
初

旬
頃
よ
り
十
一
月
末
ま
で
お
子
様
の
健
や
か
な

成
長
を
願
っ
て
七
五
三
祈
願
祭
を
斎
行
い
た
し

ま
す
。
な
お
、す
こ
や
か
パ
ッ
ク
（
貸
衣
装
・
美

容
・
着
付
・
写
真
）
の
展
示
予
約
会
を
行
い
ま
す
。

ご
祈
祷
同
様
ご
希
望
の
方
は
当
八
幡
宮
社
務
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

●
ご
祈
祷
・
す
こ
や
か
パ
ッ
ク
の
予
約
受
付

　

…
七
月
よ
り

●
ご
祈
祷
時
期
…
十
月
よ
り
十
一
月
末

●
す
こ
や
か
パ
ッ
ク
試
着
予
約
会
日
程

　

8
月
29
日
、30
日
、

　

9
月
５
日
、６
日
、12
日
、13
日
、21
日
、22
日
、

　
　
　
26
日
、27
日

　

10
月
３
日
、４
日
、10
日
、11
日
、17
日
、18
日

令
和
三
年
正
月
祈
願
祭
受
付

　
「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」
人
は
皆
新
年
を

迎
え
る
と
、
希
望
や
夢
を
ふ
く
ら
ま
せ
、
神
社

に
初
詣
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
八
幡
宮
で
は
、
無
料
大
駐
車
場
を
完
備
し
、

初
詣
の
皆
様
を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。

　

家
内
安
全
・
厄
除
け
・
商
売
繁
盛
・
交
通
安
全

等
の
ご
祈
祷
予
約
を
十
一
月
よ
り
受
付
け
い
た
し

ま
す
の
で
、当
八
幡
宮
社
務
所
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
、

国
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
今
な
お

第
二
波
が
懸
念
さ
れ
る
な
ど
、予
断
を
許

さ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。不
安
な

日
々
が
続
く
中
で
す
が
、当
八
幡
宮
で
は
、

感
染
症
の
早
期
の
終
息
と
平
穏
な
生
活
が

一
日
も
早
く
迎
え
ら
れ
ま
す
よ
う
に
疫
病

消
除
・
退
散
の
旨
を
大
神
様
に
日
々
祈
念

し
て
お
り
ま
す
。そ
こ
で
氏
子
崇
敬
者
皆

様
の
ご
健
勝
を
切
に
願
い
、こ
の
度「
ア
マ

ビ
エ
守
」を
奉
製
い
た
し
ま
し
た
。

　
ア
マ
ビ
エ
は
、人
々
の
吉
凶
を
予
言
し
て

く
れ
る
海
に
現
れ
る
妖
怪
で
す
。こ
の「
ア

マ
エ
ビ
守
」は
皆
様
を
疫
病
か
ら
守
り
健

康
に
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
、ご
祈
願
・
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
て
お
り
ま
す
。ご
入
用
の
際
は
、

社
務
所
に
て
一
体

千
円
に
て
頒
布
し

て
お
り
ま
す
。

祈
る
―
疫
病
消
除
・
退
散 「
アマビエ
守
」

　正式参拝とは、広くは昇殿参拝を意味し、拝殿の中に上がって玉串を奉奠しお参りすることで
す。通常の一般祈祷とは違い、個人や団体としてそれぞれ参拝する旨を神様にお伝えする昇殿参
拝のことです。令和元年９月から令和２年５月末日まで当八幡宮に正式参拝をされた各種団体等
をご紹介させて頂きます。

令和元年9月5日
埼玉県峯ヶ岡八幡神社10名

令和元年9月17日　千葉県神社庁
東海・海上・根田地区神社総代会33名

令和元年10月6日
千葉県八坂神社神総会29名

令和2年1月13日
東京都四つ木白髭神社27名

令和2年3月18日
東京矯正管区11名

正式参拝
報告 令和元年9月～

令和 2年5月末日

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
に
伴
い
、行

事
日
程
・
内
容
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。詳
細
は
当
八
幡
宮
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ご
確

認
下
さ
い
。

亀ヶ池八幡宮オリジナルご朱印・お守りのご案内
ご
朱
印

お
守
り

本宮亀八招福稲荷神社境内社四社

（7月）お天王さま（8月）花火（9月）松と神楽

（10月）稲穂（11月）菊（12月）御神木

月
参
り
限
定
ご
朱
印
も
ご
用
意
し
てお
り
ま
す

月
参
り
限
定
ご
朱
印
…
初
穂
料
八
百
円

天
然
の
檜
で
奉
製
し
た
特
別
な
ご
朱
印
で
す
。
通
常
の
ご
朱
印

　
…
初
穂
料
五
百
円

裏表

http://www.kamegaike.jp/

　国土の修理固成は永遠の課題である。修理固成とは何か。それは、小にしては人心の開発であり、
大にしては社会・国家・世界の立派な建設である。
　古事記には「ここに天神諸の命もちて、伊邪那岐の命、伊邪那美の命の二柱の神に、詔りたまいて、
『此の漂える国を修理り固め成せ』と、天の沼矛を賜いて言依さしたまいき」とある。この言葉は、我
が祖神が、私共に示された最初のお言葉である。神道を奉ずる者としては、このお言葉通りに生き、
このお言葉を立派に実現することが、最高の使命でなければならぬ。

－－古事記は元明天皇の和銅5（712）年正月に太安麿の撰進した我が国最古の神典である。岡田米夫『神道百言』より

もろもろ

つ く ぬ ぼこ こ と よ

みこと い ざ な ぎ い ざ な み の

社報
かめがいけ

修
理
固
成
是
の
た
だ
よ
え
る
国
を

　
　
修
理
り
固
め
成
せ
　

No. 29
令和2年7月

こ

つ

く

か
た

な

いちょう　－古事記－
し ゅ り こ せ い

亀八招福稲荷神社向拝の彫刻「松に鷹」

亀八招福稲荷神社右脇障子の彫刻「牡丹に唐獅子」亀八招福稲荷神社左脇障子の彫刻「竹に虎」
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令
和
元
年
大
晦
日
の
夜
も
更
け
る
頃
、
当
八

幡
宮
前
に
は
、
令
和
の
御
代
初
め
て
の
正
月
を

迎
え
る
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
が
列
を
な
し
て
そ

の
時
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。
元
旦
の
午
前
零

時
、
新
し
い
年
を
寿
ぐ
大
太
鼓
が
神
職
に
よ
っ

て
打
ち
鳴
ら
さ
れ
、
荘
厳
な
音
が
境
内
に
響
き

渡
り
年
が
明
け
た
こ
と
を
告
げ
る
と
、
年
始
挨

拶
を
交
わ
す
皆
様
の
笑
顔
が
弾
け
ま
し
た
。
新

手
水
舎
が
竣
功
し
て
か
ら
初
め
て
の
正
月
と
な

り
、
皆
様
も
気
持
ち
よ
く
参
拝
前
の
お
清
め
を

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
、
今
年
が
良
い
年

で
あ
る
よ
う
に
、
ま
た
普
段
ど
お
り
の
生
活
が

で
き
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
る
た
め
に
祈
り
を
捧
げ
る
老
若
男
女
の

姿
が
一
日
を
通
し
て
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

梅
香
る
二
月
二
十
四
日
、
亀
八
招
福
稲
荷
神

社
大
前
に
て
、
氏
子
崇
敬
者
ご
参
列
の
も
と
初

午
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

お
稲
荷
様
の
総
本
宮
で
あ
る
京
都
の
伏
見
稲

荷
大
社
に
神
様
が
お
鎮
ま
り
に
な
っ
た
二
月
の

初
午
の
日
を
縁
日
と
し
て
、
毎
年
行
わ
れ
て
い

る
行
事
で
す
。
今
年
は
二
の
午
の
日
に
行
い
ま

し
た
が
地
元
上
溝
の
氏
子
は
も
と
よ
り
埼
玉
県

加
須
市
等
遠
方
よ
り
崇
敬
者
の
方
も
お
い
で
に

な
り
、
祭
典
は
滞
り
な
く
執
り
納
め
ら
れ
ま
し

た
。

　立春前日である２月３日、亀ヶ池八幡宮では毎
年恒例の節分祭が斎行されました。
　節分は、古くは稲作などの農作業に大切な時期
に、鬼や邪気を祓って無事の豊作・幸せを祈ってお
りました。今日では、今年一年無事安泰であるよう
にとの厄落としの意味がある伝統行事です。
　まず御神前で福男福女が厄除けの祈願を受け
られ、竹の棒で丸太を叩き大きな音を出して邪気
を祓う「追儺の儀」によって鬼の邪気を祓い退散
させます。
　御神前での厳かな祭典の後、神楽殿に移動し、
舞台上において「福は内！鬼は外！」の掛け声によ
る豆撒き神事が執り行われました。
　福を授かろうとする参拝者で境内は人集りが出
来、節分祭の賑わいを一層晴れやかなものに彩り
ました。
　多くの福物
を御協賛下さ
いました氏子
崇敬者の皆様
に篤く御礼申し
上げます。

節分祭斎行

　

六
月
二
十
八
日
午
前
十
時
よ
り
、
稚
児

行
列
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
楽
を
奏
す
る
伶

人
を
先
導
に
宮
司
や
神
職
に
続
き
、
天
冠

や
烏
帽
子
を
つ
け
古
式
ゆ
か
し
い
装
束
を

身
に
つ
け
た
可
愛
ら
し
い
お
稚
児
さ
ん
達

が
境
内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
生
憎
の
雨
と
な
り
、
境
内
全
域

を
行
列
し
て
参
進
す
る
こ
と
が
か
な
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
神
門
よ
り
茅
の
輪
を
く

ぐ
り
回
廊
へ
と
進
み
、
な
れ
な
い
装
束
な

が
ら
も
一
生
懸
命
歩
く
姿
が
微
笑
ま
し
く
、

お
稚
児
さ
ん
の
ご
家
族
様
も
列
の
進
行
に

合
わ
せ
、
我
が
子
を
写
真
に
納
め
よ
う
と

カ
メ
ラ
マ
ン
役
に
徹
し
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
後
は
御
神
前
に
進
み
健
康
祈
願
を
受

け
、
お
子
様
ひ
と
り
ひ
と
り
玉
串
奉
奠
を

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
お
土
産
を
も
ら
っ

て
お
稚
児
さ
ん
も
笑
顔
に
な
り
、
和
や
か

な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
良
い
思
い

出
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

亀
八
招
福
稲
荷
神
社

兼
務
神
社
め
ぐ
り
其
の
九

当
八
幡
宮
の
兼
務
神
社
を

順
次
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
御
創
建
は
不

詳
で
あ
る
が
、

延
文
元
年
（
一

三
五
六
）
以
前

よ
り
下
磯
部
東

地
区
の
村
の
鎮

守
と
し
て
、
御

神
徳
を
追
念
す

る
も
の
多
く
、江
戸
時
代
は
別
名
山
王
大
権
現
と
称

し
た
。文
久
元
年（
一
八
六
一
）八
月
三
十
一
日
に
社

殿
を
再
建
し
、そ
の
後
慶
応
元
年（
一
八
六
五
）九
月
、

社
殿
の
再
建
、更
に
幟
等
も
新
し
く
調
え
た
。境
内

地
に
は
樹
木
も
多
く
、延
長
約
二
十
メ
ー
ト
ル
の
石

段
は
、幕
末
に
氏
子
の
人
々
が
馬
に
て
運
ん
だ
石
で

築
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
昭
和
十
四
年
四
月
三
十
日
、鳥
居
を
建
立
し
た
が
、

昭
和
五
十
三
年
十
二
月
に
破
損
に
よ
り
再
建
。昭
和

五
十
四
年
七
月
、社
殿
の
老
朽
に
伴
い
新
改
築
を
計

画
し
、氏
子
の
奉
納
に
よ
り
昭
和
五
十
五
年
四
月
二

十
日
に
新
し
い
社
殿
が
完
成
し
た
。

【
年
中
行
事
】一
月…

元
旦
式
、大
山
代
参
、四
月…

例

大
祭
、六
月…

春
の
神
社
清
掃
、九
月…

秋
の
神
社
清
掃

【
地
域
の
特
色
】新
磯
地
区
は
、緑
の
多
い
自
然
に
恵

ま
れ
た
地
域
で
相
模
の
大
凧
を
は
じ
め
、相
模
川
の

芝
桜
、史
跡
勝
坂
遺
跡
公
園
、帆
掛
け
舟
、旧
中
村
家

住
宅
な
ど
の
豊
か
な
自
然
と
歴
史
や
文
化
が
調
和
し

た
活
力
あ
る
地
域
で
す
。ま
た
、三
月
の
最
終
日
曜

日
に
は
、新
磯
さ
く
ら
ま
つ
り
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

（
総
代
長　
荒
井
哲
之
）

　
当
神
社
が
鎮
座
す
る
下
磯
部
地
区
は
、新
磯
地
区

の
四
自
治
会
の
一
つ
で
千
五
百
世
帯
程
の
人
が
住
ん

で
い
ま
す
。ま
た
相
模
川
に
面
し
田
畑
も
あ
り
自
然

豊
か
な
所
で
す
。

　
磯
部
の
地
は
武
蔵
府
中
か
ら
続
く
大
山
街
道
が
相

模
川
を
渡
る
渡
河
点
に
あ
た
り
、要
衝
の
地
で
あ
り

昔
神
社
の
辺
り
に「
磯
部
城
」が
有
っ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
城
は
、長
尾
景
春
の
拠
点「
小
沢
城
」（
愛
川

町
）の
支
城
と
し
て
文
明
九
年（
一
四
七
七
）頃
築
城

さ
れ
、翌
文
明
十
年
頃
に
太
田
道
灌
の
軍
勢
に
よ
り

攻
め
落
と
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
神
社
は
下
磯
部
地
区
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
り
、神
社

の
創
建
に
つ
い
て
は
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、延

文
元
年（
一
三
五
六
）以
前
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ご
祭
神
は「
天
児
屋
根
命
・
ア
メ
ノ
コ
ヤ
ネ
ノ
ミ

コ
ト
」と
い
う
神
様
を
お
祀
り
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
神
様
は
日
本
神
話
で
、天
照
大
神
が
天
の
岩

屋
に
お
隠
れ
に
な
ら
れ
た
時
に
、天
照
大
神
を
岩
屋

か
ら
出
て
も
ら
う
た
め
に
麗
し
い
声
で
祝
詞
を
奏
し

た
神
様
で
す
。

　
他
に
境
内
社
と
し
て
稲
荷
神
社
を
お
祀
り
し
て
い

ま
す
。ま
た
境
内
に
は
ご
神
木
と
し
て
相
模
原
市
の

保
存
樹
木
の
椨
の
木
の
大
木
が
あ
り
ま
す
。

　
社
殿
は
慶
応
元
年（
一
八
六
五
）と
明
治
三
十
年

（
一
八
九
七
）に
再
建
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
神
楽

殿
は
平
成
五
年（
一
九
九
三
年
）に
改
築
さ
れ
ま
し

た
。幟
竿
は
祭
礼
の
前
に
氏
子
の
皆
様
と
力
を
合
わ

せ
て
幟
立
て
を
し
て
き
ま
し
た
が
、高
齢
化
と
危
険

も
あ
り
、令
和
元
年
八
月
に
氏
子
よ
り
、安
全
簡
易

に
掲
げ
ら
れ
る
幟
ポ
ー
ル

の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。

　
神
社
の
祭
礼
は
九
月
一

日
で
す
、神
事
の
後
夕
方

か
ら
は
地
区
の
方
に
よ
る

奉
納
余
興
が
賑
や
か
に
行

わ
れ
八
月
の
最
後
の
休
日

に
は
元
気
な
子
供
達
に
よ

る
子
供
神
輿
渡
御
も
行
わ

れ
ま
す
。

（
総
代
長　
小
島
一
之
）

日
枝
神
社

（
南
区
磯
部
一
一
一
四
）

17
御
嶽
神
社

（
南
区
磯
部
九
五
一
）

18

－厄を祓って清 と々－

　

当
日
参
列
さ
れ
た
皆
様
は
、
商
売
繁
盛
や
家

内
安
全
を
祈
願
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

初
午
祭
斎
行
す

令
和

二
年

　梅雨の真っ只中の６月28日、恒例行事の夏越大祓式「茅の
輪くぐり神事」が行われました。例年、多数の方のご参列のも
と、大祓詞にて罪穢れを落とし、そして行列となって茅の輪
をくぐって疫病除、健康を祈願している神事ですが、本年は
新型コロナウイルスの影響を受けて、三密を避ける為、神職
のみにて執り行われました。
　事前に郵送などでお申し込みの上、お預かりしていた氏子
崇敬者皆様の人形を唐櫃に納め担いで茅の輪をくぐり、本殿
へ進み、大祓詞奏上の後、解縄裂布の儀を行い今後半年間
の除災を祈念申し上げ、無事に祭儀は終了しました。

ひとがた からひつ

ときなわれっぷ

新手水舎にてお清めされる参拝者の皆様

第6回稚児行列稚児行列

母の分 も一つくぐる 茅の輪かな ～小林一茶～

お子様の幸せを願うお子様の幸せを願う

ついな

茅の輪くぐり神事

夏越大祓式

参進するお稚児さん達

亀八招福稲荷神社前にて豊栄の舞奉納

初
詣
賑
わ
う
御
社
頭

―
ご
利
益
満
願
―

亀ヶ池八幡宮  根岸浩行禰宜
神職身分二級上に昇進
　当八幡宮 根岸浩行禰宜には、この度神職身分
「二級上」に昇進され、3月24日神奈川県神社庁に
て伝達式が行われました。同氏は平成5年に亀ヶ

池八幡宮の禰宜として奉職、その後平成7年村富神社宮司を拝命し、
また昨年10月より、市内十社の宮司を拝命いたしました。また奉職
後様々な役職を歴任し、平成21年に身分二級に昇級、その後も神奈
川県神社庁相模原副支部長、また現在も支部長を務めております。
これら数々の功績を称えられたもので今後も斯界の発展にさらに貢
献されることが期待されます。


